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「すいば」論――子どものエスノグラフィからの発想
2000 年 7 月 1 日

「すいば」とは、京都とその近郊の子どもたちがよく使っていた言葉で、自分の世界のなかの特別な

秘密の場所をさす。そこには自分（たち）だけが知っているゲンジ（クワガタムシ）捕りの場所であったり、

クリ採りの林であったり、さまざまな「すいば」が存在した。

この「すいば」をキーワードに企画した本例会では、まず筆者が「私の『すいば』」と題し、「すいば」

とは何かを紹介したあと、京都東山の里山山麓における 1930 年代のさまざまな「すいば」、とくにゲン

ジ捕り、ヤンマ釣り、クリ採りの「すいば」についての経験談を話した。さらに子どもたちに深いかか

わりをもったＳ造という若い男の存在を紹介した。それらから、子どもにもきちんとしたエスノグラフィ

が存在したことや、子どものときに培われた、たとえば自然にたいする認識体系が大人のそれにつながっ

ているのではないかと推論した。

ついで、山田勇氏（京都大学東南アジア研究センター）が、「『すいば』と生態資源保全」と題して、

1950 年代の京都衣笠金閣寺周辺での本人の「すいば」を紹介し、さらに「すいば」風景の原要素として、

場・モノ・うれしさ・テリトリー・仲間が考えられることを述べた。さらに、山田氏は、ボルネオ、中

国雲南省、カナダ、アマゾン・アンデス、パタゴニア、フィンランドでの生態資源保全についての調査

の旅から、子どものとき経験した「すいば」への思い入れが、いろいろな地域においてその土地で生活

に必要な資源を有効に生態保全している人びとの土着の知恵と相通ずるものであることを報告した。

総合討論は、田中耕司氏（京都大学東南アジア研究センター）が座長となって、野本寛一（近畿大学文

芸学部）、安渓貴子（山口大学非常勤講師）、桑子敏雄（東京工業大学大学院理工学研究科）、長津一史（京

都大学アジア・アフリカ地域研究研究科）、の四氏をコメンテーターとして進められた。

野本氏は、「すいば」論を民俗学的立場から、年令階梯、生業活動の模擬的・基礎的活動、テリトリー

の葛藤と拡大、「すいば」の伝承、対象物の価値体系、「すいば」と文学などの観点から論じうることを

示唆した。フィールドワークの体験をとおして安渓氏は、子どものときの「すいば」体験によって自然

のなかにおける身の処し方を体得できること、また大人が森で生きる知恵を授けることをつうじて、子

どもが「すいば」を発見してゆくことなどを論じた。桑子氏は、「すいば」とは子どもによって伝承さ

れる自分だけの親密な身体空間であり、その価値をいかに表現するかが難しい点であることを指摘した。

また環境教育の観点からみると、「すいば」はたいへん貴重な子どもの原体験の場といえるが、大人が

子どもたちに与えうるものではないだろうと論じた。最後に長津氏は、東南アジア諸地域の事例をあげ

て、漁師が自分の漁業の場を「すいば」的に認識していることや、焼畑のような移動耕作による資源の

保全、海上での人びとの出会いの場の成立などは「すいば」的発想に基づいていることを紹介した。
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その後、会場の参加者からも、自然のみが「すいば」の対象となるものではない、それは世代によっ

ても変化し、固定的ではないなどのいろいろな意見が活発に出されて、たいへん盛り上がりのある研究

会になった。

文責・阪本寧男（龍谷大学国際文化学部）


